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令
和
二
年
度
第
一
回
通
常
議
員

総
会
が
六
月
二
十
二
日
に
ホ
テ

ル
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
役
員
・
議
員

の
皆
様
の
永
年
勤
続
表
彰
を
行
い
、

北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭

か
ら
の
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭

表
彰

《
勤
続
十
五
年
以
上
》

　
　
　
　

松　

浦　

淳　

一　

様

　
　
　
　

武　

蔵　

輝　

彦　

様

　
　
　
　

中　

路　

幹　

雄　

様

　
　
　
　

冨　

岡　

芳　

明　

様

　
　
　
　

小　

倉　

和　

彦　

様

　

総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
松
浦

会
頭
よ
り
次
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

「
三
月
以
来
、
経
済
の
動
き
が

ス
ト
ッ
プ
し
第
二
次
世
界
大
戦
に

匹
敵
す
る
よ
う
な
大
変
な
事
態
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
岩
見
沢
市
や

金
融
機
関
の
皆
様
に
支
援
を
し
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
企
業
が
融
資

を
受
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
で
も
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
の
チ
ラ
シ
を
二
度
発
行
し
、
金

融
相
談
会
も
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ザ
ワ
Ｄ
ｏ
リ
ン
ク
事
業
で

は
一
、
六
五
〇
万
円
を
超
え
る
チ

ケ
ッ
ト
の
購
入
や
寄
付
が
集
ま
り
、

一
三
一
店
舗
に
七
万
円
を
給
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
七
月
六

日
か
ら
は
チ
ケ
ッ
ト
が
飲
食
店
で

使
用
で
き
る
ザ
ワ
Ｄ
ｏ
リ
ン
ク
も

始
ま
り
ま
す
の
で
、
飲
食
店
の
一

助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券
も

六
億
二
、
〇
〇
〇
万
円
の
申
込
が

あ
り
、
岩
見
沢
市
経
済
の
起
爆
剤

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　

通
常
議
員
総
会
の
審
議
・
報
告

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
各
議
案
と
も
異
議
な
く

可
決
さ
れ
ま
し
た

■
付
議
事
項

議
案
第
一
号　

平
成
三
十
一
年
度

　

事
業
報
告
書
（
案
）
に
つ
い
て

◆
概
要

①
会
員
数　
　
　
　
　

九
二
二
件

②
会
費
負
担
口
数�

四
、六
〇
八
口

③
主
催
会
議
等　
　
　

一
四
三
回

④
他
団
体
出
席
会
議
等　

�

二
七
五
回

⑤
各
種
事
業
活
動

　

・
商
工
会
議
所
広
域
連
携
事
業

　

・
岩
見
沢
中
心
市
街
地
活
性
化

　
　

事
業

　

・
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

　

・
岩
見
沢
中
心
商
店
街
除
雪
事
業

　

・
い
わ
み
ざ
わ
住
宅
新
築
＆

　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ェ
ア

　

・

消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談

等
事
業

　

・

岩
見
沢
プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券

事
業

　

・

全
道
商
工
会
議
所
Ｅ
Ｃ
Ｏ
宣

言
行
動

　

・
健
康
経
営
推
進
事
業

⑥
意
見
活
動

　

・

最
低
賃
金
に
関
す
る
緊
急
要
望

　

・

北
村
遊
水
地
事
業
の
推
進
と

地
域
の
活
性
化
に
関
す
る
要
望

　

・

令
和
二
年
度
税
制
改
正
に
関

す
る
要
望

　

・

小
規
模
企
業
振
興
対
策
予
算

の
拡
充
に
関
す
る
意
見
・
要
望

⑦
広
報
活
動

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス

�

八
、七
三
五
件

　

・
Ｅ
メ
ー
ル
情
報
配
信

　
　
　
　
　

十
五
回　

二
三
八
件

　

・
地
域
Ｆ
Ｍ
情
報
配
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
六
二
回

⑧
各
種
検
定

　
　
　

�

四
四
六
名
受
験
（
延
数
）

⑨
経
営
相
談

　
　
　

�

二
、七
九
〇
件
（
延
数
）

⑩
金
融
斡
旋　
　
　
　
　

十
六
件
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໐ 岩見沢市出身「彩青」ＮＨＫ連ドラ出演！
໐ 「できたて」の殺菌水「ピュアスター」提供しています
໐ 多くの皆様がメルアド登録。さらに登録受付中
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໐ 利用者・会員の皆様からの「アンケート」を始めました
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通
常
議
員
総
会
開
催

令
和
二
年
度
　第
一
回

〜
平
成
三
十
一
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認
〜

　 前年度繰越 収　入 支　出 次年度繰越

一般会計 6,637,721 66,533,214 36,445,946 7,499,408

小規模事業特別会計 0 34,971,402 36,706,983 0

会館特別会計 903,542 2,253,826 8,552,055 595,313

退職給与特別会計 27,813,703 3,128 2,220,000 29,096,831

会館運営基金特別会計 54,817,876 6,245 0 62,824,121

商工振興基金特別会計 234,682,392 24,529 0 244,706,921

議案第２号 平成31年度各会計収支決算書（案）について
（単位：円）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
企
業
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

岩
見
沢
商
工
会
議
所
と
岩
見
沢

市
で
は
、
税
理
士
・
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
専
門
的
な
相
談
・
指

導
が
受
け
ら
れ
る
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す

の
で
、
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
確
認

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

レジ袋削減に
ご協力ください

レジ袋有料化がスタートレジ袋有料化がスタートレジ袋有料化がスタート

https://www.meti.go.jp/policy/recycle/plasticbag/plasticbag_top.html
◆　詳細はホームページでご確認ください　◆

対象となる事業者

令和２年７月１日より、全国でプラスチック製買物袋、いわゆるレジ袋の有料化がスタートし
ました。これは、普段何気なく使っているレジ袋を有料化することで、それが本当に必要かを
考えていただき、私たちのライフスタイルを見直すきっかけとすることを目的としています。

プラスチック製買物袋を扱う小売業を営む全ての事業者が対象となります。
主な業種が小売業ではない事業者（製造業やサービス業）であっても、事業の一部として小売業を行っている場合は
有料化の対象となります。

対象となる事業者
有料化の対象となるのは、購入した商品を持ち運ぶために用いる、持ち手のついたプラスチック製買物袋です。あら
ゆるプラスチック製買物袋を有料化することにより、過剰な使用を抑制していくことが基本ですが、環境性能が認め
られ、その旨の表示がある等の要件を満たすものは有料化の対象外となるものもあります。

価格設定や売上の使途
価格も売り上げの使途も、事業者自ら設定することとなります。ただし、1枚あたりの価格が 1円未満になるような
価格設定をすることは有料化にあたりません。

持続化給付金に関するお知らせ

持続化給付金の支援対象が拡大されました

給付額　最大100万円　【計算式：前年の収入 － （対象月の収入×12ヵ月）】給付額　最大100万円　【計算式：前年の収入 － （対象月の収入×12ヵ月）】

https://www.meti.go.jp/covid-19/jizokuka-kyufukin.html
◆　詳しい要件や必要書類等はホームページでご確認ください　◆

１ 主たる収入を雑所得・給与所得で確定申告した個人事業者

給付額　中小法人等 最大200万円、個人事業主等 最大100万円
　　　　【計算式：今年１月～３月の総売上÷今年３月までの創業後月数×６－対象月の売上×６】
給付額　中小法人等 最大200万円、個人事業主等 最大100万円
　　　　【計算式：今年１月～３月の総売上÷今年３月までの創業後月数×６－対象月の売上×６】

２ 2020年1月～3月の間に創業した事業者

感染症拡大により、特に大きな影響を受ける中小法人・個人事業者に対して、事業の継続を下支えし、
再起の糧としていただくため、事業全般に広く使える持続化給付金が支給されています。
今回、その支援対象が拡大されましたのでお知らせします。

※ 対象月：売上等が▲50％以上の月

７月個別相談開催日 －毎週水曜日－
　7月1日､ 8日､ 15日､ 22日､ 29日　　10:00～16:00

労務相談内容
・雇用調整助成金　・テレワーク　・就業規則整備
・働き方改革　など

税務相談内容
・納付期限延長　・納付猶予　など税務全般

専
門
家
に
よ
る

相
談
窓
口

　
   

開
設
中
！
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六
月
一
日
～

六
月
二
十
五
日
受
付
分　

■
ひ
ま
わ
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

代
表
者
：
久
富　

義
雄

住　

所
：
志
文
町
一
五
八

−

二
九

（
業　

種
：
建
築
工
事
業
）

■
ラ
イ
フ
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

代
表
者
：
大
槻　

直
幹

住　

所
：
五
条
東
八
丁
目

�

一

−

十
九

（
業　

種
：

と
び
・
土
木
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
事
業
）

■
オ
ク
ム
ラ
塗
装

代
表
者
：
奥
村　

誠
司

住　

所
：
栄
町
三
丁
目
十
六

−
一

（
業　

種
：
塗
装
工
事
業
）

■
サ
ポ
ー
ト
ホ
ー
ム

代
表
者
：
吉
田　

信
幸

住　

所
：
鳩
が
丘
三
丁
目

�

十
四

−

二
一

（
業　

種
：
建
築
工
事
業
）（

敬
称
略
）

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
経
営
危
機
に

直
面
し
て
い
る
飲
食
業
界
を
支
援

す
る
た
め
、
多
く
の
方
か
ら
資
金

を
募
り
、
店
舗
へ
「
当
座
運
転
資

金
の
配
布
」と「
リ
ン
ク
ナ
イ
ト
チ

ケ
ッ
ト
販
売
」
に
よ
り
、
街
へ
の

支
援
と
今
後
の
街
の
賑
わ
い
と
活

気
の
復
活
へ
の
一
助
・
起
爆
剤
と

す
る
た
め
の
「
ザ
ワ
Ｄ
ｏ
リ
ン
ク

事
業
」
で
す
が
、
七
月
六
日
よ
り

参
加
加
盟
店
で
チ
ケ
ッ
ト
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
一
枚
あ
た
り
五
千

円
で
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、そ
の
う
ち
三
、五
〇
〇
円
は
店

舗
へ
の
当
座
運
転
資
金
の
配
布
に

充
当
し
、
チ
ケ
ッ
ト
使
用
額
と
し

て
は
一
、五
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

　

参
加
加
盟
店
な
ど
詳
細
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】

岩
見
沢
商
工
会
議
所　

ザ
ワ
Ｄ
ｏ

リ
ン
ク
実
行
委
員
会　

電
話　

二
二

−

三
四
四
五

h
ttp
s://w

w
w
.za
w
a
-d
o
-rin
k
.

co
m
/ ザ

ワ
　
Ｄ
ｏ
　
リ
ン
ク

ザ
ワ
　
Ｄ
ｏ
　
リ
ン
ク

七
月
六
日︵
月
︶よ
り
　

ス
タ
ー
ト

ご入会ありがとうございますご入会ありがとうございます

このポスターが目印 !!

チケットが使用できる
お店には、このポスターが

貼られています。
各店舗で受けられる
サービスが違うので
チェックしよう!!

参加加盟店
TICKET SERVICE
参加加盟店
サービス詳細
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「新型コロナウイルス感染症」による万一の場合、
災害保険金の支払対象となりました!!

岩見沢商工会議所『生命共済』についてのお知らせ

新型コロナウイルス感染症に罹患された皆さま、また、感染拡大によりご不安な日常生活や事業運営を余儀なくされてい
らっしゃる皆さまに、謹んでお見舞い申し上げます。
さて、当所『生命共済』に関して、新型コロナウイルス感染症（※）を直接の原因として死亡された場合に災害保険金お支払
い対象とさせていただくことが決定いたしました。

『生命共済』は、1口あたりの掛金800円（55歳・男性の例）で、病気死亡50万円、災害死亡250万円（新型コロナウイルス感
染症も対象）を始めとして、さまざまな保障やお見舞金などが得られます。ぜひこの機会に加入・増口をご検討ください。

（※） 新型コロナウイルス感染症を指定感染症として定める等の政令（令和２年政令第 11号）第１条に定める新型コロナウイルス感染症をいいます。

■災害保険金・災害高度障害保険金の支払要件
　対象期間中に「新型コロナウイルス感染症」を直接の原因として死亡または高度障害状態に該当した場合。
　※医師の診断を必要とします。
■対象期間：これまでに支払事由に該当した方についても、遡及して適用となります。
■ご加入にあたってはパンフレット、重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

【問い合わせ先】 〒068-0021 岩見沢市１条西１丁目 岩見沢商工会議所 TEL 0126-22-3445
【共済制度引受保険会社】 〒108-8020 東京都港区白金1-17-3 アクサ生命保険株式会社
【取　扱　店】 〒068-0021 岩見沢市１条西１丁目岩見沢商工会議所3F アクサ生命保険株式会社　岩見沢営業所 TEL 0126-25-4012

岩見沢出身のプロ野球選手

白崎　浩之
●平成2年8月20日生（29歳）　184cm/90kg
●出身校　第一小学校／緑中学校
●ポジション　一塁／二塁／三塁／遊撃
●主な経歴
　・駒沢大学4年時に、リーグ戦で首位打者とベストナイン受賞
　・2012年ドラフト1位で横浜DeNAベイスターズに入団
　・2018年オリックス・バファローズへ移籍

しらさき ひろゆき

思い切りの良いスイングから豪快なアーチをかける大型内野手！
バファローズ移籍3年目の今季は、打撃の確実性を高め、
1996年以来となるリーグ優勝、日本一へ向けチームを牽引！©ORIX Buffaloes

　

昨
年
六
月
に
細
川
た
か
し
の
弟
子
と
し
て
十
六
歳

で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
緑
陵
高
校
（
東
小
、
東
光
中
）
出

身
の
「
彩
青
」
く
ん
。
昨
年
は
レ
コ
ー
ド
大
賞
新
人

賞
も
受
賞
し
、
大
活
躍
で
し
た
。

　

皆
様
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
二
曲
目
「
津
軽
三
味
線

ひ
と
り
旅
」
が
五
月
十
三
日
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
度
は
な
ん
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
エ
ー
ル
」
に
出
演
し
ま
し
た
。
役
柄
は
「
水
川
な
が

し
」
の
役
で
役
者
と
し
て
も
デ
ビ
ュ
ー
で
す
。

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

「
彩
青
」
は
自
身
で
作
成
し
た
「
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ

Ｗ
Ａ
」
ロ
ゴ
入
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ト
レ
ー
ナ
ー
を
着
て
、

岩
見
沢
の
発
信
に
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。「
チ
ー
ム
細

川
」
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

カ
ウ
ン
ト
に
是
非
お
友
達

登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

﹁
彩
青
﹂

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
エ
ー
ル
」
出
演
！

「チーム細川」公式ＬＩＮＥアカウント→
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六
月
二
十
四
日（
水
）に
髙
野
空

知
総
合
振
興
局
長
、
藤
村
空
知
教

育
局
長
、
坪
川
岩
見
沢
東
高
等
学

校
長
が
来
所
さ
れ
、「
新
規
学
卒

者
の
安
定
的
就
業
に
つ
い
て
の
お

願
い
」
の
要
請
文
が
松
浦
会
頭
に

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
等
に
伴
い
、
就
職
活
動
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、「
地
元
志

向
の
新
規
学
卒
者
も
多
く
、
地
域

の
担
い
手
を
育
成
す
る
面
か
ら
も
、

新
規
学
卒
者
の
採
用
に
つ
い
て
、

商
工
会
議
所
会
員
企
業
へ
の
働
き

か
け
を
お
願
い
し
た
い
。」、「
就
職

希
望
者
の
う
ち
、
六
割
が
管
内
へ

の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
。
そ
の

希
望
を
叶
え
て
あ
げ
た
い
。」
と
松

浦
会
頭
に
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
員
企
業
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
地
域
経
済
の
持
続
と
今

後
の
発
展
に
向
け
、
新
規
学
卒
者

の
採
用
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
ご

検
討
さ
れ
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

岩
見
沢
商
工
会
議
所
で
は
、
窓

口
に
来
ら
れ
た
方
や
ご
相
談
を
い

た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
か
ら
、
職

員
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
感

想
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
今
後

の
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
役
立

て
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
商
工
会
議
所

ご
利
用
時
に
ご
回
答
い
た
だ
く
他
、

ハ
ガ
キ
で
の
返
信
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
回

答
い
た
だ
け
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
ご
回
答
の
場
合
は
、

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

先
月
の
商
工
会
議
所
だ
よ
り

で
皆
様
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登

録
の
呼
び
か
け
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、
約
九
百
六
十

会
員
中
、
約
五
百
件
の
会
員
の

皆
様
の
メ
ル
ア
ド
登
録
が
あ
り

ま
し
た
。
タ
イ
ム
リ
ー
で
お
役

に
立
つ
情
報
の
発
信
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
登
録

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
是
非

ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
会
員
向
け
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

概
要
】

・

内
容　

各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
案
内
、
官
公
庁
の
お
知
ら

せ
等

・
発
信
時
期　

月
二
回
程
度

・
登
録
料　

無
料

・

そ
の
他　

原
則
一
事
業
所
一

通
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
問
合
先

岩
見
沢
商
工
会
議
所　

運
営
課

電
話　

〇
一
二
六

−

二
二

−

三
四
四
五

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

登
録
受
付
中
！

岩
見
沢
商
工
会
議
所
利
用
者
・

　
　
　
　

  

会
員
の
皆
様
か
ら
の

開
始
し
ま
す

「
ア
ン
ケ
ー
ト
」を

新
規
学
卒
者
の

　
雇
用
に
つ
い
て

〜
空
知
総
合
振
興
局
長
が
来
所
〜

微酸性電解水生成器
（森永乳業社製） 「ピュアスター」「ピュアスター」を岩見沢商工会議所に

　　　　設置しました！
～ 従業員やお客様を守るために、事務所・店舗の殺菌を徹底しましょう！ ～

6/12から、会員の皆様に無償で提供している殺菌水「ピュアスター」
 （森永乳業の微酸性電解水生成器「ピュアスター」を商工会議所に設置済）。
6月だけでも、すでに20社を超える皆様方がご利用されています。

※容器は、密閉できる小さめのものがおすすめです。（500㎖ペットボトル等　本数は何本でも構いません)

※なお、NITEの報告では、「今回報告した検証試験の実施条件において『有効』と判断されていない
　ことをもって、直ちに新型コロナウイルスに対する不活性化効果がないという意味にはならない」とされています。
※森永乳業では、有効塩素濃度30ppm以下での有効性の効果確認について、関係団体を通じてまたは森永乳業独自で効果確認をされる予定です。

NITE（製品評価技術基盤機構）の評価では、
「流水使用する場合には有効塩素濃度35ppm以上が有効」と発表されました。
ピュアスター生成水は、10～30ppmが標準ですが、商工会議所設置のピュアスターの有効塩素濃度を35ppmに
セットすることとしていますので、新型コロナウイルスへの効果についても安心してご利用ください。

微酸性電解
水って何？ ・さまざまな菌やウィルス（新型コロナ、インフルエンザ、ノロウィルス等）に効果あり！

・ドアノブなどの人が触れる箇所に十分かけて清潔な布やペーパーでふき取るだけ！
・素手で使用しても手荒れしにくい！
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特
定
商
工
業
者

　
負
担
金
の
同
意
の

　
　 

お
願
い
に
つ
い
て

◎
特
定
商
工
業
者
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　

千
五
百
円
也

　

商
工
会
議
所
法
で
は
、
商
工
業

者
法
定
台
帳
の
作
成
並
び
に
台
帳

の
作
成
、
管
理
及
び
運
用
に
要
す

る
経
費
の
負
担
金
等
に
つ
い
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
定
商
工
業
者
と
は
、
商
工
会

議
所
の
毎
事
業
年
度
開
始
の
日

（
四
月
一
日
）ま
で
六
カ
月
以
上
引

き
続
き
営
業
所
等
を
有
す
る
商
工

業
者
で
、

①
資
本
金
額
ま
た
は
払
込
出
資
総

額
が
三
百
万
円
以
上
で
あ
る
者

②
本
商
工
会
議
所
の
地
区
内
の
営

業
所
等
で
常
時
使
用
す
る
従
業

員
の
数
が
二
十
人
（
商
業
ま
た
は

サ
ー
ビ
ス
業
に
属
す
る
事
業
を
主

た
る
事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い

て
は
五
人
）
以
上
で
あ
る
者

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
商
工
業

者
の
方
々
で
す
。
商
工
会
議
所
は

法
に
よ
り
特
定
商
工
業
者
の
台
帳

の
作
成
・
整
備
を
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
台
帳
に

か
か
る
経
費
の
一
部
を
特
定
商
工

業
者
負
担
金
と
し
て
ご
負
担
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
商
工
会
議
所
の
事
業
運
営
に

ご
理
解
を
賜
り
、
負
担
金
の
賦
課

に
つ
い
て
ご
同
意
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

 

特
定
商
工
業
者
と
は

　

（
商
工
会
議
所
法
抜
す
い
）

第
七
条
（
定
義
）
の
二
項

　

こ
の
章
に
お
い
て
、「
特
定
商

工
業
者
」と
は
、商
工
会
議
所
の
地

区
内
に
お
い
て
、
第
二
十
六
条
の

場
合
に
お
い
て
は
創
立
総
会
終
了

の
日
、
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て

は
そ
の
商
工
会
議
所
の
毎
事
業
年

度
開
始
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。）
ま
で

六
月
以
上
引
き
続
き
営
業
所
、
事

務
所
、
工
場
又
は
事
業
場
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て「
営
業
所
等
」と

い
う
。）を
有
す
る
商
工
業
者
の
う

ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
を
い
う
。

一
、
基
準
日
に
お
け
る
そ
の
商
工

会
議
所
の
地
区
内
の
営
業
所
等

で
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が

二
十
人
（
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業

に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と

し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
、五
人
）

以
上（
そ
の
商
工
会
議
所
が
、経
済

産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
、
当

該
人
数
以
上
の
人
数
を
定
め
、
か

つ
、
公
告
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
許
可
を
受
け
て
定
め
、
か
つ
、

公
告
し
た
人
数
以
上
）
で
あ
る
者

二
、
基
準
日
に
お
け
る
資
本
金
額

又
は
払
込
済
出
資
総
額
が
三
百
万

円
以
上（
そ
の
商
工
会
議
所
が
、経

済
産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
、

三
百
万
円
以
上
の
金
額
を
定
め
、

か
つ
、
公
告
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、当
該
許
可
を
受
け
て
定
め
、か

つ
、
公
告
し
た
金
額
以
上
）
で
あ

る
者

第
十
条
（
法
定
台
帳
の
作
成
）

商
工
会
議
所
は
、
成
立
の
日
か
ら

一
年
以
内
に
、
特
定
商
工
業
者
に

つ
い
て
政
令
で
定
め
る
事
項
を
登

録
し
た
商
工
業
者
法
定
台
帳
（
以

下
「
法
定
台
帳
」
と
い
う
。）
を
作

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
の
事

由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
商

工
会
議
所
の
申
請
に
基
い
て
、
前

項
に
規
定
す
る
期
間
の
延
長
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の

期
間
を
延
長
し
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
当
該
商
工
会
議
所
に
通
知

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、
商
工
会
議
所
は
、
前
項
の
通

知
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

五
、
商
工
会
議
所
は
、
毎
事
業
年

度
開
始
の
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
、

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た

法
定
台
帳
を
、
そ
の
事
業
年
度
に

お
け
る
法
定
台
帳
と
す
る
た
め
に
、

訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
、
商
工
会
議
所
は
、
第
一
項
又

は
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
定
台

帳
を
作
成
し
、
又
は
訂
正
し
た
後
、

法
定
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に

変
更
の
生
じ
た
こ
と
を
知
つ
た
と

き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
訂
正

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
、
特
定
商
工
業
者
は
、
第
一
項

の
事
項
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も

の
に
つ
い
て
変
更
を
生
じ
た
と
き

は
、
す
み
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当

該
商
工
会
議
所
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

八
、
特
定
商
工
業
者
は
、
法
定
台

帳
の
作
成
又
は
訂
正
に
関
し
て
商

工
会
議
所
か
ら
資
料
の
提
出
を
求

め
ら
れ
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由

が
な
い
の
に
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は

な
ら
な
い
。

第
十
一
条
（
法
定
台
帳
の
運
用

　
　
　
　
　

及
び
管
理
）

　

商
工
会
議
所
は
、
そ
の
事
業
の

適
正
且
つ
円
滑
な
実
施
に
資
す
る

た
め
に
、
法
定
台
帳
を
運
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
商
工
会
議
所
は
、
法
定
台
帳

を
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
つ

て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
商
工
会
議
所
は
、
法
定
台
帳

の
作
成
又
は
訂
正
に
関
し
て
知
り

得
た
商
工
業
者
の
秘
密
に
属
す
る

事
項
を
他
に
漏
ら
し
、
又
は
窃
用

し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
（
負
担
金
）

　

商
工
会
議
所
は
、
法
定
台
帳
の

作
成
、
管
理
及
び
運
用
に
要
す
る

経
費
に
充
て
る
た
め
、
政
令
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
経
済
産
業

大
臣
の
許
可
を
受
け
て
、
特
定
商

工
業
者
に
対
し
て
、
所
要
の
負
担

金
を
賦
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
商
工
会
議
所
は
、
負
担
金
に

つ
い
て
、
特
定
商
工
業
者
の
過
半

数
の
同
意
を
得
た
後
で
な
け
れ
ば
、

前
項
の
許
可
を
申
請
し
て
は
な
ら

な
い
。
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日
商
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査

（
早
期
景
気
観
測
）

【
五
月
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

五
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
▲
六
十
五
・
八
（
前
月
比
▲

五
・
四
ポ
イ
ン
ト
）。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
伴
い
、
消
費

者
の
外
出
自
粛
や
企
業
の
営
業
自

粛
・
休
業
の
動
き
が
広
が
る
中
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
観
光

需
要
消
失
な
ど
に
よ
り
幅
広
い
業

種
で
売
上
が
低
迷
し
て
い
る
。
加

え
て
、
固
定
費
の
負
担
増
が
資
金

繰
り
を
急
激
に
悪
化
さ
せ
て
お
り
、

特
に
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
八
十
九
年

四
月
の
調
査
開
始
以
来
、
過
去
最

悪
（
※
）
の
▲
七
十
六
・
六
を
記
録

し
た（
※
こ
れ
ま
で
は
、二
〇
〇
九

年
二
月
時
の
▲
七
十
二
・
六
）。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
長
期
化
を
懸
念
し
、
設
備
投
資

や
採
用
、
新
規
事
業
の
見
直
し
に

踏
み
切
る
と
の
声
も
聞
か
れ
る
な

ど
、
中
小
企
業
の
景
況
感
は
一
段

と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
▲

六
十
九
・
〇
（
今
月
比
▲
三
・
二
ポ

イ
ン
ト
）。
緊
急
事
態
宣
言
の
解

除
や
緊
急
経
済
対
策
の
政
策
効
果

に
よ
る
消
費
喚
起
を
期
待
す
る
声

が
聞
か
れ
る
も
の
の
、
企
業
・
消

費
者
の
マ
イ
ン
ド
低
迷
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
の
回
復

遅
れ
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
生

産
活
動
へ
の
影
響
長
期
化
な
ど
へ

の
懸
念
に
加
え
、
新
た
な
生
活
様

式
の
浸
透
に
伴
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
変
容
を
指
摘
す
る
声
も
多
く
、

先
行
き
に
対
し
て
厳
し
い
見
方
が

続
く
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
卸
売
業

で
改
善
、
そ
の
他
四
業
種
で
悪
化

と
な
っ
た
。
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下

の
と
お
り
。

【
建
設
業
】「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、
市
が
発

注
予
定
だ
っ
た
小
学
校
や
保
育
園

の
改
修
工
事
な
ど
、
公
共
工
事
の

大
部
分
が
中
止
さ
れ
、
受
注
が
大

幅
に
減
少
し
て
い
る
。」（
一
般
工

事
業
）、「
一
部
の
製
品
や
電
気
設

備
用
部
材
な
ど
で
欠
品
が
発
生
し

て
お
り
、
工
事
を
中
断
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
抑

制
の
た
め
工
事
延
期
を
決
定
し
た

取
引
先
も
あ
り
、
先
行
き
が
見
通

せ
な
い
。」（
電
気
設
備
工
事
業
）

【
製
造
業
】「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
を
中
心
に
外
出
自
粛
の
動
き
が

広
が
り
観
光
客
が
激
減
。
五
月
の

観
光
客
向
け
の
売
上
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ

ま
で
落
ち
込
ん
だ
。」（
菓
子
製
造

業
）、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
展
示
会
の
中
止
・

延
期
が
相
次
い
で
お
り
、
主
力
と

な
る
国
内
向
け
製
品
の
販
売
機
会

を
喪
失
。
今
後
の
売
り
上
げ
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。」（
一
般
産
業
用
機
械
製

造
業
）

【
卸
売
業
】「
取
引
先
等
と
の
対
面

接
触
を
避
け
て
い
る
が
、
営
業
活

動
へ
の
支
障
が
大
き
い
。
受
注
も

減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
設
備
投
資
に
踏
み
切
れ
な
い
。」

（
カ
ー
用
品
卸
売
業
）、「
外
食
産

業
向
け
の
受
注
は
低
調
な
も
の

の
、
巣
ご
も
り
消
費
の
拡
大
に
よ

り
、
冷
凍
食
品
用
途
の
需
要
が
大

幅
に
増
加
。
ま
た
、
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
の
葉
物
野
菜
の
価
格
高
騰
に
伴

い
、
販
売
価
格
も
上
昇
し
、
高
収

益
を
確
保
で
き
て
い
る
。」（
農
産

品
卸
売
業
）

【
小
売
業
】「
消
費
者
の
外
出
自
粛

や
事
業
所
の
休
業
・
営
業
自
粛
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
や

軽
油
の
販
売
が
低
調
。」（
石
油
製

品
販
売
業
）、「
五
月
九
日
か
ら
営

業
を
再
開
し
た
も
の
の
、
消
費
者

の
外
出
自
粛
の
影
響
か
ら
客
足
が

乏
し
い
。
ま
た
、
消
毒
液
や
従
業

員
用
の
マ
ス
ク
、
レ
ジ
等
の
飛
沫

防
止
用
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
、

感
染
防
止
策
を
講
じ
る
た
め
の
経

費
負
担
も
重
く
、
出
口
が
見
え
な

い
。」（
百
貨
店
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
雇
用
調
整
助
成

金
を
申
請
し
た
が
実
行
ま
で
に
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
。
休
業
期
間

で
も
社
会
保
険
料
や
家
賃
な
ど
の

固
定
費
負
担
が
重
く
、
資
金
繰
り

が
厳
し
い
。」（
飲
食
業
）、「
消
費

者
の
外
出
自
粛
や
企
業
の
営
業
自

粛
の
影
響
に
よ
り
、
観
光
客
・
ビ

ジ
ネ
ス
客
の
利
用
が
低
調
な
た
め
、

売
上
が
半
減
。
ア
ル
バ
イ
ト
の
時

短
勤
務
な
ど
で
し
の
い
で
い
る
が
、

影
響
が
長
期
化
す
れ
ば
、
人
員
削

減
も
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
。」

（
旅
館
業
）

業況DI（前年同月比）の推移

 ※「先行き見通し」は当月に比べた向こう３カ月の先行き見通しＤＩ

19年
12月

20年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月

先行き見通し
６月〜８月

全  産  業 ▲29.4 ▲26.8 ▲32.6 ▲49.0 ▲60.4 ▲65.8 ▲69.0

建 設 ▲12.8 ▲10.4 ▲13.0 ▲18.6 ▲29.3 ▲37.7 ▲55.0

製 造 ▲35.8 ▲31.1 ▲41.5 ▲51.7 ▲63.2 ▲69.9 ▲73.2

卸 売 ▲31.4 ▲28.9 ▲37.5 ▲53.1 ▲66.7 ▲62.9 ▲68.6

小 売 ▲40.4 ▲38.0 ▲39.5 ▲58.9 ▲64.0 ▲70.0 ▲70.3

サ ー ビ ス ▲23.9 ▲23.4 ▲28.6 ▲55.8 ▲71.2 ▲77.6 ▲73.2
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ひ
と
り
親
控
除
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
分
ま
で
、
配
偶
者
と

離
婚
・
死
別
し
て
子
を
扶
養
す
る

ひ
と
り
親
で
あ
れ
ば
寡
婦（
寡
夫
）

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
寡
婦
控
除
は
も
と
も
と
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
戦
争
未
亡
人

た
ち
が
夫
を
亡
く
し
生
活
に
苦
し

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
創
設
さ
れ

た
制
度
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
未

婚
で
婚
姻
歴
の
な
い
母
子
家
庭

の
母
、
父
子
世
帯
の
父
に
は
こ
の

寡
婦
控
除
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

一　

ひ
と
り
親
控
除
の
創
設

　

近
年
、
こ
の
寡
婦
控
除
制
度
を

改
正
す
る
機
運
が
高
ま
り
、
今

年
度
令
和
二
年
度
の
税
制
改
正
で

「
ひ
と
り
親
控
除
」と
い
う
制
度
が

新
設
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
取
扱
い
が

見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ひ
と
り
親
控
除
」
で
は
、
婚
姻

歴
や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に

掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ

る
場
合
に
は
、
三
十
五
万
円
の
所

得
控
除
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

①

そ
の
者
と
生
計
を
一
つ
に
す
る

子
（
総
所
得
金
額
四
十
八
万
円

以
下
）
が
い
る
こ
と

②
合
計
所
得
金
額
が
五
〇
〇
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。

③

そ
の
者
と
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
一
定
の
者
が
い
な
い
こ

と
。

二　

事
実
婚
に
つ
い
て

　

事
実
婚
は
、
法
律
に
基
づ
く
婚

姻
届
は
出
さ
ず
に
事
実
上
の
結

婚
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

「
結
婚
し
て
い
る
」と
当
人
同
士
が

認
識
し
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

法
的
手
続
き
や
社
会
的
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
際
に
は
「
事
実
婚
」
を

証
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
方
法
と
し
て
、
一
般
的
な
の
が

「
住
民
票
の
届
出
」
と
「
公
正
証
書

の
作
成
」
で
す
。

　

住
民
票
で
届
出
を
し「
事
実
婚
」

と
す
る
に
は
「
世
帯
変
更
届
」（
住

民
異
動
届
）
の
手
続
き
を
と
り
ま

す
。
同
一
世
帯
の
住
民
で
続
柄
が

「
同
居
人
」と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
世
帯
変
更
届
の
続
柄
を
「
夫

（
世
帯
主
）」「
妻
（
未
届
）」
ま
た
は

「
妻
（
世
帯
主
）」「
夫
（
未
届
）」
に

変
更
し
ま
す
。
別
々
の
世
帯
の
場

合
は
世
帯
合
併
を
し
て
同
一
の
世

帯
員
と
し
て
先
と
同
じ
続
柄
に
変

更
を
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
し
て
事

実
婚
と
な
っ
て
い
る
場
合
、「
ひ

と
り
親
控
除
」
の
適
用
が
あ
り
ま

せ
ん
。年
末
調
整
等
で
は
、チ
ェ
ッ

ク
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

三
．
寡
婦
控
除

　

改
正
後
、
寡
婦
と
は
次
に
掲
げ

る
者
で
「
ひ
と
り
親
」
に
該
当
し

な
い
者
で
、
合
計
所
得
金
額
が

五
〇
〇
万
円
以
下
及
び
事
実
婚
に

該
当
し
な
い
者
で
す
。

①

夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て

い
な
い
者
で
、
扶
養
親
族
が
い

る
者

②

夫
と
死
別
等
し
た
後
婚
姻
を
し

て
い
な
い
者

　

こ
の
改
正
で
、
特
別
の
寡
婦
控

除
及
び
寡
夫
控
除
は
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

　

「
ひ
と
り
親
控
除
」
は
、
令
和
二

年
分
以
後
の
所
得
税
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
、
源
泉
徴
収
に
つ
い
て
は
、

令
和
三
年
一
月
一
日
以
後
に
支
払

う
べ
き
給
与
等
に
つ
い
て
適
用
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
給
与
所
得
者
に

つ
い
て
は
、
令
和
二
年
分
の
年
末

調
整
に
適
用
で
き
る
経
過
措
置
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

記
事
協
力

税
理
士
法
人
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｓ

代
表
社
員
・
税
理
士　

木
村　

聡

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

岩
見
沢
生
ま
れ
／
北
海
道
税
理
士

会
岩
見
沢
支
部
所
属

　

農
業
現
場
で
は
、
農
家
戸
数
の

減
少
や
高
齢
化
が
進
行
し
、
更
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
も
加
わ
り
、
農
作
業
が

本
格
化
す
る
中
、
人
材
の
確
保
に

一
層
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
わ
み
ざ
わ
農
協
で
は
、
人
材

募
集
に
あ
た
っ
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
農
業
求
人
が
確
認
で

き
る
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

h
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■
問
い
合
わ
せ
先

　

空
知
総
合
振
興
局　

農
務
課

　
　

電
話　

二
〇

−

〇
〇
八
一

　
　
　
　
　

担
当
：
斉
藤
、
宮
崎

経
営
講
座

中
小
企
業
の
た
め
の

７月14日㈫　会員向け無料労務相談
　　15日㈬　会員向け無料法律相談
　　31日㈮　第12回岩見沢商工会議所会頭杯
　　　　　　　会員ゴルフ大会

８月18日㈫　会員向け無料労務相談
　　19日㈬　会員向け無料法律相談

～7月、8月の会議所行事予定～～7月、8月の会議所行事予定～
商工会議所で予定されている講習会、相談会、検定日程等の行事を
お知らせします！（7月10日現在）  なおホームページでは、新情報を
随時更新しています。　http://www.iwamizawacci.or.jp/
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